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1   は  じ め に

児童生化を対象とした事件 技 術製品の事故 白 外災

章 食 辞1の問題発iな どが起 こる日本社会の状況を反映

し,「安全 安 心Jへ の社会的な関心が高まっている

「安全Jと 「安心Jは 単なる概念であり、危険を取 り除

く 「安全Jに 力『え,不 安を取 り除 く 「貿心 |のに保がII

日されている こ れらの 「夕i 安 心Jの ff保に向け`

情報通信技術を用いた対策が取 られ そ の可に性や課題

が校詞されている

新しく適用される技術の一つにⅢ RFID(Radio rw

qH●nc】Idenbrr aton)"iあ る R「 IDは , 無縦 1こよる

国体哉別技術である 情 報を供持するIC'ダ と情報を

託み取るリー″より構成される ICタ ダの中身はICナ

ップとアンテナであり,ICチ ッアは l na角より小さい

RFID技 術の特徴 として、その小ささ 情 章Pの書 き込み

機能 無 線による情報の送信機能,な どが挙げられる

RFID技 術は、生活弾上のあらゆる場所に情報通信瑞坑

を広げることわ1可能なユビキタス社会に向けたインフラ

構筆の差幹技術であり 防 犯をⅢ心とした安全FE保分野

における人や事物の トレースを容易にする技TJとして,

大きく瑚行されている

本稿では,ICタ グを用いた子 どもの安全安心システ

ムの検討に向け。まず,著 者が直接問った、大阪市立中

央小学校で実施された実証実験を紹介する そ の結果に

基づさ 安 令=心 システムの導入に向けた現状 と課題を

考察する そ して`新 しい技術を導入する際に人々の意

Rを 輸出する新たな仕者Rみとして, インターネットを介

した意工表明手fLの提草とその試行実敢を紹介する

2 1Cタ グを用いた子 ども見守 リシステム 「ユ ビ

キタス街角見守 り日本 ッ トJ実 証実験の紹介

本章では1大 阪府下で実施された,「ユビキタス街角

見守 り,ボ ット実]に実駐Jを 紹介する 実 証実rpの詳細

に関しては,大 阪大学コミュニケーションデザイン セ

ンターのプロジェクトメン″や―による平成 18年度受話

研究報告書 「ロボット打t会実証実験のための外部評価の

方法の稚立llびガイドラインの作成Jルにまとめられて

いる ま た、 日 1ヒ野らにより 1犯罪不安 |「 帝視社=J

の観点から実証実敢措兵が考察されている■ 本 章で

はⅢ こ れらの報を,考 察を車に、実証実験を紹介する

21 実 証実験の経要

本実証実欧は、行政 企 業 研 究機関 lL域 F民 らが

多加する亡官学民のコンツーシアムが実政主体 となりぅ

立案 実 抵された 著 者ちli,大 阪府より受話研究を受

けた大阪大学コミュニケーションデザイン セ ンターの

プロジェクトメンバーとして本実敢に参1日し,Pポ ツト

社会実証実魂の外部吉F価方法の耐 t,お よび実敢のガイ

ドライン作成を担当した

実証実験で利用されるシステムは、「ユビキタス衛れ

見iり ,ボ ットJと 名付けられ,以 下の三機能をもつ

(a)通 学蕗追過積知機能 :児上のランドセルにつけら

れたICタ ダと通学路に設置された 「見守 り,ボ ットJ

を用いて利用される 「見守 リロボッ トJは ,児 童の通

学路の自gJhFl売機に設置された 児 童の士下枝時に,

「現守 リロボットJう ラ`ンドセルに装帯 き才したIC,ダ

を検知 し、画像を言B録する ま た,児 童が小学校校門を

通過する際に 保 護者に通過校知メールを送信する

(b)一 般防犯機能 :「見守 リロボットJに 設置 きれた

Ⅲ
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通信機能付電光表示板に,一 般防犯情報 地 jrrの防犯情

報、お知らせなどが表示される機能である

(C)緊 急時支援機能 :児童が携常する 「窯急ボタンJ

を押 した際に動作する 「見守 り,ボ ットJが 本 トライ

トを点灯させ1防犯ブザーを鳴らす そ して、小学校。発

報 した児童の保註者,管 理センターj「かけつけボラン

ティアJに ,緊 急事態を知 らせる電子メールを送信す

る 「かけつけボランティアJは ,緊 急事態が起 こった

際にかけつける人々を地域住民より豪 りす綱織化したも

のである

本実験には多くの関係者が関与 しているがぅ直接的な

関与者は,児 童,保 護者,地 域住民など,小 学校に直

接 間 控にかかわっている人々であった

児童 1遥過検知用の ICタ グ,お ょび努急発報ボタン

が配布された児童は100名であった 応 募総数 141名

(児童総数 625者 )からぅ小学校区内の四つの地域に均

等になるよう描選 選 出された

かけつけボランティア 1小学校区の住民 ら61名 が、

かけつけボランティアとして登録した 児 童が緊急発

報ボタンを押した際には,連 絡のあったポランティア

が当該地区にかけつけ、児童の安令確保に当たること

となった

基地局ポランティア !自動販売機の基地局とは別に,

地域住民 13名が,ボ ランティアで墓地月を担当した

22 調 査方法

調査の目的は、実司I実欧の流れを踏まえぅそのPHB題点

と課題を抽出し,新 しい技術の社会への導入に向けたよ

り適切な枠組みを横討することであった そ こで,単 に

導入される技術の物理的 機 能的な画でなくぅ関係者が

実証実験についてどのように感 じたか,将 来の技4r導入

に向けてどのような感想をも,た か、などを調査した

そして,立 場により異なる意見をもつことが想定される

それぞれの関係者の意見を抽出し,今 後の実証実験の新

たな枠組みに向けた提実を液討した こ のため,実 証実

験の前。中`後 に。それぞれ以下の調査を行った

実証実験F78始前後の説明会等への多与観察 資 ■■収集

小学校での今与観察

インタビュー

アンケー ト調査

この調査では,実 験期間中だけでなく,事 前説明会へ

の出席や関連資料の収集 検 討をとおして、実験者側 と

地域住民との間のコミュニケーションのあり方について

検討を行った ま たⅢ実証実欧終了後の住民説明会や報

告会にも出席し,実 験者による報告や住民からの意見交

換の内容を検討した

小学校の実証去験期間中(2006年 2月 20日 ～3月 20

日),腎 者 らは,小 学校に設置された実証実験の 「運営

室Jを 拠点として,実 証実験。地域での自動の見守 り活

動など,小 学校での様々な活動に対して多与観察を行っ

た 調 査者はす毎回`調 査記録を提出し、各人が観察

聴取 した内容を,調 査者全員で共有するよう努めた

本実証実験にかかわった主要なメンバーのうち、「か

けつけボランティアJ4名 ,シ ステム開発の中サさメンバ

ーである研究者 1名 ,小 学校教員 1名 に対 して,質 問項

目を提示しての半構造化面接
1を

実施 し,本 実欧に対す

る印象 感 想ぅ地域や学校での既存の取 り組み,本 実験

の背景などについて聞営取 りを行った イ ンタビュー時

間はそれぞれ 1時 PPH 30分～2時 間であった イ ンフ月
―マルなインタビューは,地 域住民す敦職員,実 験者な

ど様々な人に対して,含 与観察中に随時,実 施 した

実証実験終了時に、本実敢に参加 した保護者 とかりつ

けボランティアに対 しアンケー ト調査を実施 した ア ン

ケー ト項目は,著 者 らを含む、大阪大学コミュニケーシ

ョンデザイン セ ンターの調査者が素実を作 り,「ユビ

キタス密角見守 リロボット実証実欧実行雲員会Jの 意見

を反映させて最終案 とした ま た,配 布 回 収に際して

は、小学校の職員Ⅲおよび,PTAの 協力を得た

23 調 査結果

ます`実 欧後アンケー ト結果を紹介する 実 験終了

後,保 護者 とかけつけボランティア,そ れぞれにアンケ

ー ト用紙を配布 した 保 護者向けアンケー トの回答数

は,79で あった 回 答者中。約半数が,説 明会の内容

がちょうどよかったと回答 した 96%が ,「実証実験の

目的Jに ついて、ある程度以上理解できたと国答した

システムの三つの機能すべてについて、半数以上がぜひ

必要であると回答 した 三 つの機能の中では,「通学P4

通過検知機能Jが 最 も必要 との回答が多かった 87%

が,「ユビキタス街角見守 り,ボ ットJに より児童の登

下横が安全になると回答 した 88%が ,「ユピキタス街

角見守 リロボットJに より児童の登下枚に安心感が対て

ると回答した 96%が ,家 族や知人とこの実験について

会話をかわしたと回答した 77%が ,今 回の取 り組みと

通じて地域の防犯意識が高まったと回答した

かけつ1)ボランティア向けアンケー トの回答数は.43

であった 回 告者中,80%が , もっと多 くのポランティ

アが必要(80～200人 )であると回答した 二 つの機能す

べてについて,60～ 70%が 今後 も必要であると回答 し

た 86%が ,今 回のシステムの設置に指定的であると回

i質
問項目を大まお■に決めておさ 状 況tFtじて賃尚の順序や内容

の追加などを実軟に行う面稼法
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答 し,96%が ,今 回のシステム導入により児童の登下校

が安全になると思っていると回答した

参与観察,イ ンタビューすアツケー トより得られた特

徴的な箱巣 として,以 下の4キ1が羊げられる

実証実敗への肯定的]F価

技 ljに対する 「安心Jと 「不安J

「かけつけボランティアJを めぐって

プライバシー問題に対する関心の落さ

実証実感全体に対して,ン ステム全体の完成度の不十

分きなどにもかかわらずj実 証実験自体は,住 民に好意

的に評価された r校 区の治安Jに 対 しては,半 数以上

の保護者が不安を感 じていると回答 していた状況で、

「ユどキタス街角見守 ,ロ ボットJの 二つの機能につい

て、半数以上の人がぜひ必要であると回答した ま た。

9割 近い保護者が,実 験システムのおかげで 登 下枝の

安全性 安 ,b感が高まった。 と 回答 した 一 方で,ア ン

ケー トの自南記述回答で,「不安Jを 訴えた保護者が複

数名いた キ には,機 器の設置場所やシステムの信頼

性,実 験実施により地域に注目が集まることへの不安の

言及であったが、「下技 したとのメールを受け取ったの

に,子 どもが帰ってこないことがあり不安になったJと

いう技Trの不備による不安の意見が複数の保護者より寄

せられた 「かけつけボランティアJの 導入は,本 実証

実欧の一つの諭点であった ボ ランティア多加者か ら

は,対 象児童の保護者がポランティアに参加する手がほ

いことに対する意見が出され,保 護者からは、仕事や家

定の事情からボランティアに参"日することのIlしさにつ

いて意見が寄せられた プ ライバンー問題に関して,仁

民からほとんど意見が出なかった 参 加者らはほぼ無条

イトで ICタ グ技術を受な しているように見受けられた

3 子 ども見守 リシステムの現 快と課題

2章 でT■べた実証実験のお果をよまえ、子 ども見守 り

システムの現状 と課題について検討する

2章 で述べた実験 に基づ く考察 として、日1ヒ野 らは

「FF視社会J諭 をよまえ,以 下の点を21げている。

Icタ メ技術の適用が地域コミュエティレベルでの相

互協力において有用なツールである

意図せざる措果 として特定層への見えない排除を進め

る危険性をはらんでいる

技術の使用こそが不安を生じさせるという根本的矛盾

をはらんでいる

「ユピキタス街角見守 り,ボ ットJと 類llのシステム

を導入 した私立学校の調交結果を江問ちがまとめてお

りⅢ 保 護者 児 童生徒 ともに,プ ライ本シー問題があ
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まり意識されていないことす更に強化された ITシ ステ

ムが聖まれていることぅなどが挙げられている

ユビキタス社会に向けた検討点として,坂 村らはセキ

ュリティと個人ブライ本シー保護を革げている。 個 人

情報保護が注目される現在j lU人情報の利用が利便化を

高める一方です知 らないうちに情報収集が行われる危険

性が指摘されている

今後,子 ども見守 リシステムが更に導入され,様 々な

観点からの問題や訳慰が抽出されることが予想される

が 現 時点では、子ども見守 リシステムの現状と課題と

して,ll下 の点の検討が重要であると考えられる

技術の改良

プライ本シー問題への理解

セキュリティ確保

コミュニティの活性化

法の整備

新 しい技術の社会的な受s~

4 新 しい技術の導入 に向けた意見抽出方法の

提案

前述の検討点の一つとして,「新 しい技術の社会的な

受容Jを 挙1すたが` 目に見えず使ったことのない新 しい

技術の受容に関して,一 般の人々の意見を集約すること

は容易ではない 者 培 らは,新 技 lIの社会導入に関する

意見表明手法を敬討中であり、捉業方法 と評価実験につ

いて簡単に紹介する

市民が投TIを評価する方法 として,対 象者数,関 心

度jコ ス トぅなどの観点からⅢ意識調査やフォールスグ

ループインタビュー、そしてす少数の市民がじっくりと

問題を議論するコンセンサス会議コなどが挙げられる

これらの多 くは,既 に社会で利用されている技術を対景

としている ICタ グ技術は今後の社会導入が期待され

る技術であり,そ の技術内容や問題点を一般の人々が型

解することは困難である こ の観点から,提 案手法では

以下を用意している

新 しい技術の学習プロセス

意見表明に向けたモチベーション向上の仕掛け

モチベーション向上に向け,1人 ではなく複数人で他

者の意見を参考にしながら意見表明する方法を,提 案手

法では選択 している

一方,多 くの人の意見を取 り入れる観点から、一衝所

に集まる方法ではなく,イ ンターネット介した意見抽出

方法が検討できる イ ンターネットを介した意見抽出方

法の特徴を以下に挙げる

時間 場 所のIJ約が小さい
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学習を通 し、ICタ ダに関する知識が向上

複数人での意見表明により、モチベーションが向 L

適切な意見表IH5につながる可能忙の示唆

実験精果の詳ltgな分析より 提 案方法の有用性を評価

することが今後の課題である

5 お わ り に

本稿では,ICタ ダを用いた子 どもの安全安心システ

ムに関し,大 阪市立中央小学校のユビキタス街角見守 り

システムを事例 とし。まず,そ の概要 と課題 を紹介 し

た 夏 に、課題の一つである新 しい技術に対する意見装

明に関し,著 者 らが開発中の意見表明システムを紹介し

た

技術 と社会 との関係は,更 に多様化が予想され,実 証

実欧や市民と関係者の対話を通 してその課題をあより出

し,適 切な利用につなげることが期付される
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会講学会第 6口年次研究大予稿集 Pp 15 1S(2007)

山本 怜 :“新技術の社会毒人に向す,た ネットワータ型意見衰

明手法の提索
"大

阪大学基礎工学部ンステム科学料電子シス

テム学]― ス卒業論文 (2000)

図 1 意 見表明画面の例

●4■ 面41,な さんのコ褒窪H

:!rl11
甲 押 ]駐謙襲麟隷 |

| そヽ占?岳[留夢31与,'ど
こラ

|

陵撃 J 昏怠F8:喜羊
賃'4ぞ森部Ⅲぇ

図 2 他 者の意見の参照画面の例

匿名化が可能

議論の履歴の保存が容易

パツコンを利用して意見表明するリテランーが必要

以上をふまえ,著 者 らはインターネットを介 した意見

表明システムを開発した 学 習プロセスはビデオす意見

表明は文字を利用し,8人 で一斉に意見表明 し,他 者の

意見を参考にできるシステムである

開発 したシステムを利用 して,ま す。5人 1グ ループ

の計 30名 で,ICタ グ技術を対象 として予備実験を行っ

た。 予 備実験では,5人 に 1部屋に集合 してもういぅ

ヘッドホン育用により意見表明をしてもらった

予備実験の結果を踏 まえぅ5人 1グ ループで計 90名

の実験を行い', 自宅のパソコンから,イ ンターネット

を介し意見表明に多加 してもらった 実 験中の画面例を

図 11図 2に 示す 実 庫措呆 よ り,以 下の点が示 され

た

>巌 甘 与
1999年Ⅲ京都大学工学部電気電子工学
科卒 2004年  同 大大学院エネルギー

科学研究科博士課程修了 同 年大阪大学
大学院基礎工学研究科助手 2005年 ,
同コミュニケーションデザイン セ ンタ
ー功手(基礎工兼任),現 在同助数 社 会

lel題に関する譲論支援,台 1鞍 表情の臨
床利用などLュ ーマンインタフェース研
究に従事 博士(エネルギー科学)シ ン
ビオ社会研究会壕 Lュ ーマンインタ
フェース学会 情 報処理学会)計 測自動

制御学会合会員

出現棋転1電増昭錯

姫ａ

８

０

Ｇ

０

一
Ｆ
一
ｒ
●
ｔ
ｒ
一
ｒ
工
，，
■
，
ど
一
一
一
，
一
，

一

|ユ話轡総撤雅犠毬舗鱗訣覧隆すどま

博響
理饗晋理壁

!
鹸宮辞粋 Jp督翌 」攣 |

317




